
表３に「非喫煙」「三度の食事」「主食・主菜・副菜」「十分な睡眠」「身体活動」「食べ過ぎな

い」「減塩」「体力づくり」の８項目についての実践率をまとめた。表３の右端は「実践率の平均」

としたが、これは男女各々の群の実践率を単純平均した値であり、その高い順に各項目を並べた。

回答者全体の平均実践率では､各群の人数に大きな差があり比較するには適切ではないため、群と

しての実践率の平均値を示したものである。
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表３　保健行動の実践状況

図３　多様な食品摂取状況



実践率の平均値を超える項目が最も多かったのは女性の非利用高群であった。８項目中７項目

あり、平均値以下は「身体活動」のみであった。この群は平均値以上が多かっただけでなく、「非

喫煙」「三度の食事」「主食・主菜・副菜」「減塩」の4項目は6群の中で最も高い実践率でもあっ

た。

女性の利用群と男性の非利用高群はどちらも６項目が平均値以上であったが、男性の非利用高

群は最も高い実践率が３項目（「十分な睡眠」「身体活動」「食べ過ぎない」）あり、女性の利用群

では１項目（「体力づくり」）であった。男性の利用群では平均値以上は３項目にとどまり、非利

用低群で平均値以上は男女ともに１項目だけであった。

保健行動の実践率が総じて高いのは男女ともに｢健康食品｣類を利用しない健康情報への関心が

高い人々と言えそうである。

５．｢健康食品｣類利用者はどちらかと言えば「健康に良いこと」をする人々

一方、｢健康食品｣類を利用しない､しかし、健康情報への関心が低い人々は男女ともに保健行

動の実践率が低いようである。保健行動は一般に男性よりも女性の方が実践率が高い2）にもかか

わらず健康情報への関心が低い人々においては必ずしもそうではなかった。女性の方が男性より

も実践率が高いのは「非喫煙」と「主食･主菜･副菜」「減塩」だけである。「十分な睡眠」は男性

より10%以上も低く、「体力づくり」は男性の半分以下であった。

では、｢健康食品｣類を利用する人々（利用者と略）はいかがか。利用者は健康情報への関心が

低い人々よりは総じて保健行動の実践率が高いように見受けられた。しかしながら非喫煙率は男

性では利用者の方が8.5%高いものの、女性ではほぼ同じである。男性の場合、非喫煙率以外では

関心が低い人々とさほど大きな差はなかった。一方、女性では非喫煙率がほぼ同じであったほか

は利用者の方が関心の低い人々よりも実践率が高く、差の大きい項目が少なくなかった。

｢健康食品｣類を利用する人々の保健行動は、女性では健康情報への関心が高い女性たちにかな

り近く、一方、男性では健康情報への関心が高いグループと低いグループとの中間に位置するよ

うに推察された。

６．終わりに

以上の結果から、｢健康食品｣類を利用しない健康情報への関心が高い人々は男女ともに｢健康食

品｣類に頼らずに保健行動の実践に努めているようである。｢健康食品｣類を利用する女性たちは

｢健康食品｣類を利用しつつ同時に保健行動にも気を配っているようであるが、男性たちは女性た

ちほど保健行動に留意していないらしい。

そして保健行動の実践という点において最も問題なのは｢健康食品｣類を利用しない、そして健

康情報にも関心の低い人々である。男性ではこれらの人々は半数を超えており、健康管理に問題

を生ずることが懸念される。

｢健康食品｣類を利用する人々は基本的に「健康に良いこと」をしようと考え、ある程度は実践

しており、｢健康食品｣類の利用もまた彼らにとっては保健行動のひとつなのかもしれない。しか

し、同時に｢健康食品｣類を利用していることが本来の保健行動の実践をいくぶん軽視させている

とも考えられる。
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トクホを含めた｢健康食品｣類が健康を維持・増進することにつながるのか否か、利用者自身が

判断できるような情報が提供されることを願っている。
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